
第４回保育現場の働き方改革研究会の概要 H30.10.22

■こども未来課長挨拶
■議事
（１）ＩＣＴ導入状況について

（２）保育現場の働き方改革研究会報告書（素案）につ
いて

次第

（委員の主な意見）

・ＩＣＴシステムを導入したものの、不具合が生じたり、ア
フターフォローがなかったりして、うまく活用できていな
い園がある。こうした園がうまく活用できるような支援も
考える必要があるのではないか。

・ＩＣＴシステムの導入効果を数値で示すことが必要。成
功事例があれば導入に向けて検討しやすい。

・登降園管理システムは、延長保育料を自動で計算で
きるため、業務効率化の効果が大きく、計算間違いもな
くなるため、精神的負担の軽減にも繋がる。

・園長等の施設長だけでなく、主任保育士等にもＩＣＴ導
入のゴールイメージを共有してもらうことが必要ではな
いか。

・厚労省のＩＣＴ導入補助金は３つのシステム（機能）が
必須になっており、１つのシステムだけでよい園は活用
できない。

議事（１）ＩＣＴ導入状況について

（委員の主な意見）

（休暇・休憩）
・7ページの①休暇の取得について、有給休暇の取得は
法律の改正により必要になってくる。「バースデー休暇や
家族記念日休暇など園独自の特別休暇の取得」ではな
く、「誕生日や記念日などを機に有給休暇の取得を促進
する」という書きぶりの方が適切ではないか。

・勤務体制の見直しに当たっては、労働局の助成金が活
用できる場合があるが、補助メニューが多く、事業者が
選ぶことが難しい。

（家庭の子育て力向上のための取組強化）
・12ページの「女性の就業率増加により・・・家庭での子
育て力の低下を指摘する声があった」については、根拠
となるデータがなく因果関係が不明であり、表現を改め
る必要があるのではないか。（事務局で修正案を検討）

議事（２）保育現場の働き方改革研究会報告書（素案）について

・今回の意見を踏まえて報告書を修正し、次回までに報
告書を完成させる。
・第５回研究会終了後、県へ報告書の提出を行う予定。

今後の進め方


